
学校番号 ３００７ 

令和２年度 地歴公民科 

 

教科 地歴公民 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書     新版世界史（実教出版） 

副教材     世界史のミュージアム（東京法令出版社） 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史について、常に「なぜそうなるのか」という視点を持って考える。 

・歴史的事象について学びながら、常に現代の日本との関係を考える。 

・ワークシート（授業プリント）を用いて授業をおこなう。時には副教材を用いる。 

 

２．学習の到達目標 

・世界史について基本的な知識を身に付ける。 

・現代の日本が直面する諸課題について真剣に考察する態度を身に付ける。 

・国際社会に主体的に生きる市民としての自覚と資質を培い、諸課題に取り組む態度を身に付ける。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c.資料活用の 技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

世界史に対する関心と課

題意識を高め、意欲的に

追究するとともに、国際

社会に主体的に生き国

家・社会を形成する市民

としての責任を果たそう

とする。 

 

世界史の諸事象から課題

を見出し、世界の形成の歴

史的過程と生活・文化の地

域的特色を世界史的視野

に立って多面的に考察し、

国際社会の変化を踏まえ

公正に判断して、その過程

や結果を適切に表現して

いる。 

世界史の諸事象に

関する諸資料を収

集し、有用な情報

を適切に選択し

て、効果的に活用

している。 

世界の形成の歴史

的過程と生活・文化

の地域的特色につ

いての基本的な事

柄を理解し、その知

識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

ワークシート（授業プリ

ント） 

授業態度を勘案 

定期考査 

ワークシート（授業プリン

ト） 

 

定期考査 

ワークシート（授

業プリント） 

 

定期考査 

ワークシート（授業

プリント） 

 

 

 

 

 

   

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

基

礎

知

識 

・ 

人

類

の

誕

生

と

東

・

南

・

西

ア

ジ

ア

の

歴

史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・歴史の基礎知識 

  西暦・世紀等 

・人類の誕生 

・殷から後漢 

 内陸アジア史含む    

・三国時代から元 

 

 

○ ○ ○ ○ ａ：日本の歴史と世界の歴史のつ

ながり、同時代史などについて意

欲的に取り組もうとしている。 

ｂ：これらの主題について、多面

的・多角的に考察し、適切な方法

を用いて表現している。 

ｃ：様々な写真資料や絵画資料か

ら、これらの主題についての情報

を読み取り、考察する材料として

活用している。 

ｄ：これらの主題についての経緯

を理解し、その知識を身に付けて

いる。 

 

授業態度 

定期考査 

ワークシート

（授業プリン

ト） 

 

 

・南アジアの歴史 

・オリエントの歴史 

・地中海世界の歴史 

 

 

 

○ ○ ○ ○ ａ：南アジア、オリエント、地中

海世界の歴史について、意欲的に

追究しようとしている。 

ｂ：これらの主題について、多面

的・多角的に考察し、適切な方法

を用いて表現している。 

ｃ：様々な写真資料や絵画資料か

ら、これらの主題についての情報

を読み取り、考察する材料として

活用している。 

ｄ：これらの主題についての経緯

を理解し、その知識を身に付けて

いる。 

 



２
学
期 

 

イ

ス

ラ

ー

ム

世

界

・ 

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

世

界

の

歴

史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イスラーム世界 

 イスラームの成立 

 とその文化 

 

・ヨーロッパ世界の形  

成と展開 

 ゲルマン人の登場 

 封建社会の成立 

 十字軍の影響 

 ビザンツ帝国 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ ａ：イスラーム世界の特徴とイス

ラームの成立とその文化の形成に

ついて、意欲的に追究しようとし

ている。 

ｂ：これらの主題について、多面

的・多角的に考察し、適切な方法

を用いて表現している。 

ｃ：様々な写真資料や絵画資料か

ら、これらの主題についての情報

を読み取り、考察する材料として

活用している。 

ｄ：これらの主題についての経緯

を理解し、その知識を身に付けて

いる。 

 

授業態度 

定期考査 

ワークシート

（授業プリン

ト） 

 

 

・ルネサンス 

・宗教改革 

・アメリカ独立革命 

・フランス革命 

・産業革命 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ ａ：ヨーロッパ世界の形成にあた

り、ルネサンス・宗教改革の意義

について意欲的に追究しようとし

ている。 

ｂ：これらの主題について、多面

的・多角的に考察し、適切な方法

を用いて表現している。 

ｃ：様々な写真資料や絵画資料か

ら、これらの主題についての情報

を読み取り、考察する材料として

活用している。 

ｄ：これらの主題についての経緯

を理解し、その知識を身に付けて

いる。 

 



      

３
学
期 

 

 

帝

国

主

義

・

二

つ

の

世

界

大

戦 

 

 

 

 

 

・帝国主義 

・第一次世界大戦 

・ファシズム 

・ニューディール 

・日中戦争 

・第二次世界大戦 

・冷戦と国際連合 

・冷戦後の世界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ ａ：帝国主義、第一次世界大戦、

戦間期の歴史（ファシズム、ニュ

ーディール等）、第二次世界大戦、

国際連合、冷戦と冷戦後の歴史等

について、意欲的に追究しようと

している。 

ｂ：これらの主題について、多面

的・多角的に考察し、適切な方法

を用いて表現している。 

ｃ：様々な写真資料や絵画資料か

ら、これらの主題についての情報

を読み取り、考察する材料として

活用している。 

ｄ：これらの主題についての経緯

を理解し、その知識を身に付けて

いる。 

 

授業態度 

定期考査 

ワークシート

（授業プリン

ト） 

 



 

 

 

 

 

・激動する世界 

・国内政治の再編成 

・21世紀の課題 

 

 

 

○ ○ ○ ○ ａ：激動する世界、国内政治の再

編成、21世紀の課題について意欲

的に追究しようとしている。 

ｂ：これらの主題について、多面

的・多角的に考察し、適切な方法

を用いて表現している。 

ｃ：様々な写真資料や絵画資料か

ら、これらの主題についての情報

を読み取り、考察する材料として

活用している。 

ｄ：これらの主題についての経緯

を理解し、その知識を身に付けて

いる。 

 

 


